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 図4非弾性散乱チャネルとのチャネル結合計算結果1)
 一点鎖線は入射核励起のみを考慮した計算結果,点線は入射核,標的の励起を考慮した計算
 結果,実線は相互励起まで考慮した計算の結果である。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文は,重イオンビームの弾性散乱実験の微分断面積と,弾性散乱したビームをもう一度
 散乱させる二重散乱法を用いて偏極度を測定し,その実験結果の解析から,重イオン間に働く
 非中心力ポテンシャルを解明しようとした研究である。
 偏極Liイオンビームが得られる様になり,その偏極ビームによる偏極度が測定され,複合核
 間の非中心力ポテンシャルの効果が調べられて来た。一般に原子核の散乱によって引き起こさ
 れる偏極現象の原因として,スピンー軌道相互作用,テンソルポテンシャルが考えられるが,
 重イオン間の様な複合間の散乱においては,偏極Liによる偏極現象の説明で指摘されたように
 スピンー軌道力やテンソルカは考えにくいので,反応機構による見かけ上のスピン軌道力を考
 える必要がある。しかしながら,一般に偏極重イオンビームを得ることは困難なため,偏極現
 象を見るには,二重散乱法を用いねばならない。
 本論文は,スピンを持った重イオンとスピンを持たない重イオンを加速し,28Siまたは,12c
 の標的核に入射し,散乱微分断面積を測定すると共にユ2Cについては二重散乱法を用いて
 13C+12C系の偏極度を測定した。実験は,東北大AVFサイクロトロンよりのE(!2C)=65MeV,
 E(13C)二60MeV,E(14N〉盤84MeV,E(160)=75MeVの重イオンビームを用いて行われた。
 重イオンの二重散乱実験による偏極度の測定において①低計数率,②幾何学的非対称,③false
 asymmetry,④一次ビームと二次ビームのエネルギーの差等,解決すべき問題があるが,false
 asymmetryの様に左右非対称を実験的に消去できないものが存在するため,モンテカルロ計算
 等で測定値の補正を行った。12C,13C,14N,160を入射複合核とする28Si標的核からの弾性散乱
 の測定結果は,実験結果を再現し得る光学模型ポテンシャルを複合核のスピンに無関係に導出
 することによって,13C+28Si系と14N+28Si系についてThomas型の“有効スピン軌道力"の
 導入で説明された。この強さは理論的に計算されたスピン軌道力と比較すると非常に大きすぎ
 ることが示された。この巨視的"有効スピン軌道力"の実体に関しては測定された
 12C(]3C,'3C)12Cの弾性散乱の偏極度の微視的解析を試みた。有効スピン軌道力を解明するた
 め,その原因となる反応機構として,非弾性散乱チャネルとのチャネル結合の効果と,移行反
 応チャネルとチャネル結合を考え,この二つの微視的計算を行った。この結果,中性子移行反
 応チャネルとチャネル結合の効果で,測定された偏極度の大きさを定性的に説明することが示
 された。この実験結果は複合核間の"非中心力ポテンシャル"に関する研究の進展に大きく寄
 与している。
 これは,本論文の著者が自立して,研究活動を行うのに必要な高度の研究能力と学識を有す
 ることを示している。
 よって,佐藤理提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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